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卜空腸一回腸バイパスモデルにおけるbacterial

translocatiOnの発現 とNO産 生の関係
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目的 :高カロリー輸液法 (以下,TPN)は 栄養障害

の治療に著 しい効果をもたらしたが,TPN施 行によ

る腸粘膜の萎縮は,腸管の bar五er機能を損失させ,細

菌やエン ドトキシンの生体内侵入 を許す,い わゆる

bacterial translocation(以下, BT)を 弓|き起 こすと

されているが,BTの 発現に関してはいまだ異論が多

い。一方,サ イ トカイン,エ ンドトキシンは,種 々の

細胞において血管拡張物質であるnitHc oxide(以下,

NO)産 生に関与 していることが明らかにされている.

今回,我 々は空腸一回腸バイパスモデル(以下,JIBモ

デル)を 作製
1)しNOの 発現 とBTに 関し検討 したの

で報告する。

対象と方法 :Wistar系 ラット (250～300g)を 用い

ネンプタール (40mg/kg)腹 腔内投与にて麻酔 し正中

切開にて開腹 した.空 腸 をTreitz靭帯から4cm肛 門

側で切離 し,回 盲部から1.5cmの 回腸 と瑞側で吻合 し

た。縫合糸は70の Proleneを用い,全 層連続縫合を

行った(n=8).対 照群 として単開腹群を作製 した(n=

7)。7日 目に再開腹 し,門脈より採血 した,NOの 代謝

産物であるN02‐/N03-は G占ess法で測定した。また,

それぞれの小腸を摘出後,1″gの total RNAを 用い

reverse transcription‐polymerase chain reaction (以

下,RT― PCR)法 で各 ラット小腸 内の誘 導型 NOS

mRNAレ ベルの検討を行った.成 績はF testで等分

散を確認後,Student's t testで検定 し,危 険率 1%以

下を持って有意差ありとした。

結 果 :1)門 脈 血 中 N02‐/N03ヤ ま,単 開腹 群 は

32.7±3.5″M JIB群 では90.1±27.8μMで ,JIBモ デ

ル群が有意差を持って上昇した(p<001).2)」 腸ヽ内

誘導型 NOS mRNA発 現は,JIBモ デル群は単開腹群

に比較 して明らかに NOS mRNAの 発現を認めた.

RT―PCRの 対照 として検討 した GAPDH mRNAレ

ベルには差は認められなかった(Fig,1),3)ガ 腸ヽ粘膜

Fig. 1 The inducible NOS mRNA expression in
rat small intestine.
(1) : Molecular weight standards, (2) : untreated
rats, (3) : JIB model rats after 7 days.
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の病理組織所見では,単 開腹群 と比較 し明らかな繊毛

の萎縮 と浮腫を認めた。

考察 :Ca十り卜依存型である誘導型 NOSは マクロ

ファージをはじめとする種々の細胞においてエンドト

キシン,サ イ トカイン刺激により発現することが知 ら

れているり。今回の JIBモ デルでは,組織学的に腸粘膜

の萎縮を認め,腸 間膜 リンパ節への細菌の発現が見 ら

れた。腸粘膜化からの細菌やエンドトキシンの進入が

種々の細胞を活性化 させ NOの 産生 をもた らした と

思われ,NOの 産生 とNOS mRNAの 発現はJIBモ デ

ルにおけるBTの 発現を示唆するものと考えられた。
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